
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
郷原の町がすっぽりと晩秋の空気につつまれ，山の紅葉も一段と進んできたように感じます。 
皆様にとって「秋」と言えば何でしょう。「・・・の秋」人それぞれに感じる秋がある事でしょう。 
私は「実りの秋」を思い浮かべます。春に種を蒔き，水をやり，時には風雨にさらされながらも大切に育て，よ

うやく実る秋。人も同じようにたくさんの年月を大人になるための準備と勉強に費やし，積み重ね，大きくたくま
しく育ってやがては実を結ぶ（夢を叶える）。そんな事を「日が暮れるのが早くなったなぁ。」と秋の深まりを感じ
ながら思う今日この頃です。 
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令和２年１１月１１日 １１月号 

学校教育目標「夢と志をもつ自律した児童の育成」 

○主体的に学習に向かう子       ○人との関わりから学ぼうとする子 

○自ら健康を考えて行動できる子   ○気づき考え行動する子 進んで
やる

分かる・

できる 

温かい心の仲間 

文化庁主催 文化芸術による子供育成総合事業 

日本舞踊公演「ひらけ！日本舞踊のとびら」 
１１月６日（金）に行われた芸術館紹介は，優れた芸術を鑑賞し，豊かな創造性や情操を育てることを目的

とし，６年生が前回のワークショップに引き続き公演の鑑賞をしました。 
今回のプログラムは，最初に「飛び出す！日本舞踊玉手箱」で，踊りと音楽の魅力がつまった４つの場面を

ショートバージョンで鑑賞しました。 
 

○祭り・・お面をつけた               ○妖怪ＶＳ4 人の勇者たち 
踊り手が舞台を盛り上げ               ・・妖怪と勇者達の戦い 
て，笛や太鼓の音楽がお               の場面を，迫力ある演奏と 
祭りの賑やかさを表現し               ツケと呼ばれる音と共に演 
た華やかな演目でした。               じられました。 
 
○雨の下駄っぷ（和製タップダンス）         ○大海原 
・・和楽器パーカッション              ・・小さい波と大きい波が躍動感 
に乗り，下駄を踏み鳴らして             あふれる踊りの動きと共に舞台 
日本のリズムを軽やかに刻み             いっぱいに表現されていました。 
和製タップダンスで軽快に              そこに海があるかの如く・・ 
 
常磐津「京人形」 
 江戸時代に活躍した伝説の彫刻職人・左甚五 
郎と甚五郎が作った人形が動き出す。人形のよ 
うな動きとなめらかな動きが踊り分けられてい 
て圧巻でした。甚五郎との掛け合              
いも大変面白い演出でした。 

郷原っ子 
資質・能力の花 

～先生紹介～ 

ＳＳＳ（スクール・サポート・スタッフ）池上 由佳 先生 
      ※ 本年度８月から本校に来ていただいている先生です。 
Ｑ.郷原小の印象は？ 
Ａ.郷原は景色がとても良く，皆さんが良く声を掛けてくれるのでアッ

トホームな感じです。 
Ｑ.先生のセールスポイントは？ 
Ａ.掃除と片付けが大好きです。 
（学校中の窓がピカピカです。特別教室の消毒もして下さっています） 
Ｑ.皆さんへのメッセージをお願いします。 
Ａ.毎日気持ちよく仕事をさせてもらっています。学校の仕事の事を知

り，ありがたいなぁと思っています。 

共同作業 
 呉市内の小中学校には学
校環境整備を中心にお仕事
をされる学校主事の職員が
います。先日，近隣校の主
事(11人)の皆さんが，郷原
小学校で校庭の松の木を剪
定してくれました。皆さん
作業の段取りがよく，高い
ところも丁寧に剪刀を入
れ，美しくさっぱりと剪定
してくれました。 
校内が美しいと気持ちが

いいです。感謝です。 



さて，今月は 1日から 7日まで「学校へ行こう週間」がありました。新しい生活様式で子供たちの学 
び方や過ごし方は今までと変わっていきますが，確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成に向けて全教
職員と共に新たな学びの形を模索しつつ頑張っているところです。 
 例年であれば多くの方々に実際に子供たちの学びや学校の様子を観ていただきますが，次のような言
葉と写真でＨＰから発信しましたことをお伝えいたします。 

 

令和 2年度   郷原小学校 学校へ行こう週間  （ 11月１日～７日 ） 

 

 

《感染症対策》 

○校舎内では全員(児童・教職員・来校者)マスクの着用で ○三密を避け，ソーシャルディスタンスで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○手洗い・手指の消毒 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学校行事》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他，ＩＣＴの活用を増やしたり，理科の実験，音楽科の歌唱やリコーダーの練習などでは，飛沫が飛ばない

ように授業形態の工夫をしたりしながら授業を行っています。         ～郷原小ＨＰから～ 

新しい生活様式での学び 

グループ学習の工夫 

机を離して向かい合わずにずらして配置 

教職員研修 

教室へは人数を制限 

窓枠を外して廊下から 

隣室でモニターを観ながら 

授業形態の基本 

人数の多少に関わらずマスクをし，机の間

隔を１ｍ以上開け講義形式での授業風景 

 

郷原小リーダーズ・カップ 

体育的行事の減る中で，６年生 

児童が計画運営 

修学旅行 

どの施設でも感染防止対策が徹

底された中での修学旅行 

呉市小学校陸上記録会 

種目を減らし，６年生代表児童８名のみの参加 

・登校時の消毒    ・手洗い場での手洗い表示 

靴箱に消毒液を設置   足形を貼り視覚的支援 

飛沫予防 

職員室の卓上パーテ

ィション 

避難訓練 

避難場所での集合時間短縮のため， 

校長の話は放送による 

学習発表会（12月 19日）本校体育館にて 

展示発表形式により密を避けて鑑賞していただきます。 


